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研究進捗状況報告書の概要 
 
１ 研究プロジェクト 

学校法人名 関西学院 大学名 関西学院大学 

研究プロジェクト名 情動概念の再構築：心理科学の新たな挑戦 

研究観点 研究拠点を形成する研究 

 
２ 研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

本研究プロジェクトの目的は、実証的な心理科学の成果を社会に還元するための研究と情報発信

拠点の創設であり、とくに未解明な点が多いポジティブ情動に着目しながら、情動の機能と社会的役

割を解明し、情動概念の再構築を試みることである。個人や社会が探究し続けている「幸せ」の実現

には情動の理解が必要不可欠であり、その中核となるポジティブ情動はネガティブ情動に比べると細

分化されておらず、情動特有の弁別特徴を持たないことなど概念や機能について未解明な部分が多

い。また、人間の複雑な情動反応やコミュニケーション過程における情動を伴った意識に上らない潜

在的過程についても未だ解明されていない部分が多い。 
そこで本研究プロジェクトでは、神経科学を含んだ実験系心理学の基礎から臨床や社会・工学的

側面も含んだ応用研究までを網羅した専門家チームを構成し、大きく２つのサブテーマ：（1）ポジティ

ブ情動の機能や生起に着目した情動メカニズムの解明、（2）コミュニケーション過程での情動の役割

の解明、を設定し、各サブテーマについて、ヒトを対象にした情動喚起実験による生理反応の測定と

認知・行動レベルへの影響、実験動物を対象にしたニューロン活動と脳内物質動態の検討に関する

研究を展開し、プロジェクトの後半からは、前半で蓄積してきた研究成果を統合させ、情動概念の再

構築を試み、最先端の学術的知見と技術を教育・臨床現場や産業界に積極的に還元し、安全・安心

を超えた幸せな生活環境の創造と社会の実現に資するための研究成果を提供する。 

 
３ 研究プロジェクトの進捗及び成果の概要 

各実験施設・システムの構築・整備を行った後、現在プロジェクトを順調に推進中である。本研究プ

ロジェクトの前半では、上記のサブテーマのうち、（1）を中心に個人内（個体内）での研究を展開して

おり、ヒトを対象にした情動喚起実験研究においても、動物を対象にした神経生理学的研究において

も着実な成果を挙げている。今後、両者の研究成果を融合し、個人レベルでの科学的知見を基に、

（2）の社会レベルでの情動の機能と多面的影響を解明するための準備を進めている。以下に、これ

までの研究成果の概要を示す。 
（1）ポジティブ情動の喚起実験を通して、情動状態の違いによって皮質の活動生起パターンが異な

ること、アルファパワー左右差の脳内基盤と自律神経系が関係を持っていること、複合的な情動であ

るノスタルジアの生理的特徴を明らかにした。また、これまで実験的な検討が困難であった好奇心に

ついて探索行動の動機に着目し、実験的に操作可能な行動課題を用いて、その機能やその神経メカ

ニズムについて検討したことは、情動生起メカニズムの解明に大きな示唆を与えるものだと言える。 
（2）コミュニケーション過程におけるポジティブ情動の役割に関する研究では、ノスタルジア状態に

よって他者の顔評価が変容すること、身体的魅力の実験からポジティブ情動が注意を惹きつける機

能を有すること、幼児とその母親を対象にした実験からポジティブ情動を示す他者に対する子どもの

反応を観察し、ポジティブ共感の発達メカニズムを検討したことは、応用研究への発展可能性を含む

興味深い成果だと言える。 
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研究進捗状況報告書 
 

１ 学校法人名  関西学院      ２ 大学名  関西学院大学  

 

３ 研究組織名  応用心理科学研究センター  

 

４ プロジェクト所在地  西宮市上ケ原一番町 1-155  

 

５ 研究プロジェクト名  情動概念の再構築：心理科学の新たな挑戦  

 

６ 研究観点   研究拠点を形成する研究  

 

７ 研究代表者 

研究代表者名 所属部局名 職名 

片山順一 文学研究科 教授 

 

８ プロジェクト参加研究者数  １３ 名 

 

９ 該当審査区分    理工・情報     生物・医歯     人文・社会  

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 

研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

片山順一 
文学研究科･

教授 

ポジティブ情動の生理反応測定および

情動評価システムの検討 

研究統括、情動の心的過程の計測

と解析、情動評価システムの構築 

大竹恵子 
文学研究科･

教授 

ポジティブ情動の機能に関する実験的

検討および適応に関する健康心理学

的アプローチ 

ポジティブ情動の機能と役割の解

明、心身の健康に関する予防的実

践研究への応用  

佐藤暢哉 
文学研究科･

教授 

ポジティブ情動の生起と機能に関する

神経細胞レベルでの検討 

情動の生起に関する神経メカニズム

の解明と人間の適応過程への応用 

三浦麻子 
文学研究科･

教授 

ソーシャルメディアでの情報伝播メカニ

ズムにおける情動の役割の検討 

現代的コミュニケーションにおける情

動の特徴的役割の解明とメディア開

発への応用 

小川洋和 
文学研究科･

教授 

情動伝播・他者理解における潜在的情

報処理過程に対する実験心理学的ア

プローチ 

ミクロレベルでの情報伝播メカニズ

ムの解明とマクロレベルへの適用可

能性の検討 

桂田恵美子 
文学研究科･

教授 

乳幼児と親との情動伝達と相互作用

に関する発達臨床心理学的検討 

情動に関する情報処理と適応に関

する発達支援現場への応用 

成田健一 
文学研究科･

教授 

コミュニケーション過程における情動の

機能と適応に関する生涯発達心理学

的アプローチ 

情動の伝達と適応に関する成人・高

齢者コミュニケーションへの応用 

中島定彦 
文学研究科･

教授 

人と動物の情動に関する情報伝達の

学習心理学的アプローチ 

情動に関する情報伝達の人と動物

間コミュニケーションへの応用 

小野久江 
文学研究科･

教授 

気分・情動に及ぼすストレス対処方法

に関する精神医学的研究 

気分・情動に及ぼすストレス対処方

法の有用性に関する科学的エビデン

スの臨床現場への提供 

米山直樹 
文学研究科･

教授 

教育・臨床場面での情動の役割と適応

に関する臨床心理学的検討 

学校や社会適応/不適応における情

動の役割と教育・臨床現場への応用 
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（共同研究機関等） 

Barbara L.  
Fredrickson 

Kenan 
Distinguished 
Professor, 
University of 
North Carolina 
at Chapel Hill 

ポジティブ情動の機能と情動の理論の

再考、および比較文化研究による検討 

ポジティブ情動の理論および情動の

定義と新しい枠組みに関する再考と

応用可能性の検討 

島井哲志 
関 西 福 祉 科

学大学・教授 

健康行動やリスク認知における情動の

役割に関する公衆衛生・疫学的アプロ

ーチ 

健康行動の予防対策に関するポジ

ティブ情動の役割と公衆衛生的介入

や政策への応用 

堀毛裕子 
東 北 学 院 大

学・教授 

ネガティブ経験後の復元におけるポジ

ティブ情動の役割に関する臨床健康心

理学的検討 

ネガティブ経験とポジティブ情動の元

通り効果に関する臨床健康心理学

的実践への応用 

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 
健康行動やリスク認知における

情動の役割に関する公衆衛生・

疫学的アプローチ 

日本赤十字豊田

看護大学・教授 
島井哲志 

健康行動の予防対策に関するポジ

ティブ情動の役割と公衆衛生的介入

や政策への応用 

（変更の時期：平成 28 年 4 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

日本赤十字豊田看

護大学・教授 
関西福祉科学大学・教授 島井哲志 

健康行動の予防対策に関するポ

ジティブ情動の役割と公衆衛生

的介入や政策への応用 
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１１ 研究進捗状況（※ ５枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

【 研究目的・意義 】 
本研究プロジェクトの目的は、実証的な心理科学の成果を、積極的に社会に還元するための研究

と情報を発信する拠点の形成であり、とくに未解明な点が多いポジティブ情動に着目しながら、情動
の機能と社会的役割に多面的かつ階層的にアプローチし、情動概念の再構築を試みることである。 

これまで、関西学院大学の心理科学研究室を母体とする応用心理科学研究センターでは、学術フ
ロンティア推進事業｢先端技術による応用心理科学研究｣として理工系の先端技術を取り入れ、一方、
戦略的研究基盤形成支援事業｢心理科学を基盤とするインタラクション評価システムの開発と応用｣
では心理科学の知見と技術を社会へ還元するために成果をあげてきた。しかしながら、心理科学が
貢献しうる人間の「幸せ」に関する基礎的な実証研究の知見と情報発信は十分だとは言えない。我々
人間の幸せは物質レベルだけで規定することは難しく、幸せの実現には情動の理解が必要不可欠で
ある。 

そこで本研究プロジェクトでは、神経科学を含んだ実験系心理学の基礎から臨床や社会・工学的側
面も含んだ応用研究までを網羅した国際的に最先端レベルの専門家によるプロジェクトチームを構成
し、最先端の学術的知見と技術を教育・臨床現場や産業界に積極的に還元し、安心で安全な社会に
資するための研究・情報発信拠点を形成する。そして、幸せの追求にもつながるポジティブ情動をテ
ーマに、情動の個人内での心的機能と社会的な役割を解明し、情動概念の再構築を試みる。本プロ
ジェクトは、21 世紀から活発化している affective science、affective neuroscience と呼ばれる広範
な研究領域における心理科学の新たな挑戦であり、人間の幸福に資する安心・安全な社会の形成に
貢献する。 
【 研究計画 】 

本研究プロジェクトでは、２つのサブテーマ：（1）ポジティブ情動の機能や生起に着目した情動メカニ
ズムの解明、（2）コミュニケーション過程での情動の役割の解明、を設定している。 

（1）の研究の特徴は、未解明な点が多いポジティブ情動の機能に着目し、ネガティブ情動との相互
作用や文脈効果を含む心的過程や生成メカニズムを解明する点である。個人や社会が探究し続けて
いる「幸せ」の実現には情動の理解が必要不可欠であり、その中核となるポジティブ情動はネガティブ
情動に比べると細分化されておらず、情動特有の弁別特徴を持たないことなど概念や機能について
未解明な部分が多い。 

（2）の研究の特徴は、情報伝播における社会的な情動の役割について小集団から社会現象までミ
クロ－マクロダイナミズムを解明する点である。人のコミュニケーション過程では情報の送受者個人や
情動価を伴う社会状況や文脈の要因等が複雑に介在し、多くの処理は意識に上らない潜在過程でな
されているが、これらについても未解明な点が多い。 

これら（1）（2）のサブテーマについて、ヒトを対象にした情動喚起実験による生理反応の測定と認
知・行動レベルへの影響、実験動物を対象にしたニューロン活動と脳内物質動態の検討に関する研
究を展開し、基礎研究としての実験的アプローチから実社会への応用を目指したアプローチという意
味で多面的に検討する。また階層的な検討として、個人（個体）内の機能では神経細胞のミクロレベ
ルから情動によって生じる個人の認知や行動といったマクロレベルまで、社会的機能では二者間での
情報伝達というミクロレベルから大集団や社会全体へと情報が伝播して社会情勢に至るといったマク
ロレベルまでを視野にいれる。 
【 年次計画 】 

本研究プロジェクトは、以下のような年次計画で推進する。初年度は、各研究を適切に遂行できる
研究設備・システムを構築し、予備的研究を行って研究拠点の基盤整備を行う。第 2 年度はシステム
の拡張と、予備的研究を踏まえ、ポジティブ情動の生起や機能に関する神経細胞レベルでの検討と
生理反応測定を含む実験を行う。第 3 年度は、ポジティブ情動の実験研究を継続しながらネガティブ
情動を含めた実験へと広げ、ポジティブ情動とネガティブ情動の機能の特徴から新しい情動の枠組み
の検討を試みる。第 4 年度は、これまでの情動機能の基礎研究と対人やコミュニケーション課程にお
ける情動の機能に関する研究成果を統合させ、個人と社会における情動の役割からプロジェクトメン
バーが相互に連携して情動概念の再構築を試み、その知見の応用可能性を検討する。最終年度は
プロジェクトの最終総括を行い、情動概念の再構築に関する新しい知見を広く社会の様々な領域に向
けて発信する。また、教育・臨床現場や産業界からのフィードバックに基づき、感性工学にも応用可能
な情動評価システムの構築を目指して次世代に向けた更なる課題設定を行う。 
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（２）研究組織 

研究組織は、代表者１名と参加研究者 12 名（学内 9 名、学外 3 名）の計 13 名からなる。いずれも上述
の目的を達成するための研究に従事するが、主に本研究プロジェクトのコアメンバーとして研究を推進し、
基盤的知見を蓄積する研究を担う者が 3 名、それらの知見を踏まえて応用研究を担うものが 10 名という
体制である。博士研究員 PD は 3 名（2018 年 2 月末時点）、大学院生 RA は 4 名（同期間中のべ 6 名）、
大学院生 48 名（同期間中のべ 68 名）が活発に研究活動を行っている。 

研究代表者はこれらを統括する立場にあり、相互の積極的連携を常に促進している。前述の通り、参加
研究者たちは基礎と応用のいずれかの研究を担っている。各研究者の研究テーマに応じて、それぞれが
どのような情動を扱い、その情動にどのような機能や役割があるのかを、個人レベルおよび社会レベルか
ら検討し、基礎的知見をどのようにして応用へと発展させるかという研究役割や責任の分担を意識して研
究を進めている。とくに、本研究プロジェクトのコアメンバーとして研究を推進している３名は、プロジェクト
に参加する博士研究員 PD や大学院生 RA らとの週 1 回のミーティングを行い、互いの研究の進行状況
はもちろん、最新の国内外の知見を積極的に共有するなど密に情報交換を行い、応用研究の担当者との
連携も強化するよう努めている。 

このほか、本研究プロジェクトに関連した情報共有のために月 1 回のペースで国内外からの有識者を招
いての研究会や講演会、シンポジウム、統計を含む最新の科学的知見や技術を学ぶためのワークショッ
プ、さらに年度末には本研究プロジェクトに関する報告会を行い、研究の活性化を促すための体制を維持
している。研究支援は、文学部事務組織および研究推進社会連携機構が担当している。 

（３）研究施設・設備等 
本研究プロジェクトを実施している研究施設は、応用心理科学研究センター（使用総面積 601 ㎡、使用

者数 23 名）、F 号館心理科学研究室（同 1168 ㎡、30 名）、ハミル館（（同 451 ㎡、8 名）の３箇所で、事
業の補助を得て整備した設備は以下の 6 件である。各件の、研究設備の名称（所在施設）およびその利用
時間数と使用者数（2018 年 2 月末時点）は以下の通りである。  

A．ポジティブ感情喚起システム（応用心理科学研究センター） 
利用時間数：週当たり 18 時間、使用者数 9 名 

B．眼球運動解析システム（応用心理科学研究センター） 
利用時間数：週当たり 42 時間、使用者数 5 名 

C．ニューロン活動記録・解析システム（応用心理科学研究センター 動物実験心理学研究施設） 
利用時間数：週当たり 30 時間、使用者数 5 名 

D．行動記録解析システム（応用心理科学研究センター） 
利用時間数：週当たり 18 時間、使用者数 9 名 

E．眼球運動-脳波連動解析システム（応用心理科学研究センター） 
利用時間数：週当たり 42 時間、使用者数 5 名 

F．微量生体試料分析システム（F 号館心理科学研究室） 
利用時間数：週当たり 10 時間、使用者数 2 名 

（４）進捗状況・研究成果等 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 
各研究設備・システムの構築・整備を行った後、第 3 年度までに実施を計画していた研究プロジェクトを

順調に推進中である。以下では、（1）ポジティブ情動の機能や生起に着目した情動メカニズムの解明とし

て 6 つの研究（a：ポジティブ情動の生理的特徴、b：情動価を伴う刺激呈示の違いにおける評価の変化、c：
複合情動としてノスタルジアの生理的特徴、d：ラットを用いた好奇心の神経メカニズム、e：ポジティブ情動

に関連する個人の強みや主観的幸福感、f：情動価のある画像刺激選択とその反応）、（2）コミュニケーショ

ン過程での情動の役割の解明として 3 つの研究（a：ノスタルジア喚起時の他者への信頼性、b：情動を伴う

身体的魅力と注意、c：幼児のポジティブ共感の発達）の各テーマについて進捗状況と研究成果を報告する。 

＜現在までの進捗状況及び達成度＞ 
（1）a 情動状態とその時間的変化を潜在的に計測できる指標の確立を目指して、皮質活動を脳波によっ

て、身体反応（自律神経活動）を心電図によって計測し、研究を進めてきた。ポジティブな情動状態では左

に比べて右側前頭部でアルファパワーが大きくなり、ネガティブな情動状態では逆のパターンを示すことが

知られている。ただしこの指標を用いた研究では、ある一定期間（数分程度）全体での左右差について議

論されることがほとんどであり、情動状態の時間的変化を追跡するためには、より時間分解能の高い分析

が必要となる。そこで、ポジティブ情動・ネガティブ情動を喚起する動画視聴中の脳波・心電図を記録し、ア

ルファパワー左右差、心拍数の時間的変化を分析し、成果は現在国内誌論文として投稿中である。 
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（1）b ポジティブ情動に関連する刺激呈示の頻度や状況・評価の違いが反応に及ぼす影響について実験

的に検討し、刺激弁別の際の刺激の抑制と要求が相対的に現れること、対象の評価がポジティブに変化

する単純接触効果が内的に生起したイメージに対しても生じること、食画像刺激の呈示によって評価が減

少する感性満腹感において食物刺激に注意を向けることが重要であることを示した。（成果* 1, 2, 3） 
（1）c ヒトには単一の情動だけでなく、複合的な情動も存在しているが、その１つとしてポジティブ情動が主

であるノスタルジア（懐かしさ）に着目し生理的特徴について検討した結果、自律系指標のうち心拍変動に

おける高周波成分に特徴的な変化が見られた。脳波ではこれらの変化は見られなかった。また、ノスタル

ジアを感じる程度（喚起量）に個人差があるかを検討した結果、抑うつ傾向の高さ、主観的幸福感の高さが

ノスタルジア感情の喚起量と正に関連することがわかった。この結果は、情動状態に関わる個人特性の程

度がその情動の方向性に関わらず、ノスタルジア喚起の程度と関連することを示している。（成果* 7） 
（1）d 情動のポジティブな側面を構成している要素の１つとして、好奇心が挙げられるが、実験的操作の

難しさからその機能に関する解明はされていない。そこで、探索行動の動機に着目し、好奇心を実験的に

操作可能な行動課題を開発して好奇心の機能やその神経メカニズムについて検討してきた。動物が生体

内部に保持している周辺環境に関する情報と実際の周辺環境に含まれる情報に誤差があった場合に探

索行動が惹起されると考えることができるため、ラットを用いて、装置内に視覚情報としてランダムウォーク

ドットパターンを呈示し装置内部でのラットの行動を観察したところ、環境に含まれる情報量が大きくなるほ

どラットの探索行動量が増大することが示された。この結果から、周辺環境の情報量を操作することによっ

て探索行動を操作することが可能となることが示唆される。 
（1）e ポジティブ情動に関連した個人特性としてヒューマンストレングスと呼ばれる強みは、日々の個人の

情動経験や状態、心身の健康と関連することが指摘されている。そこで、児童の強みと心身の状態との関

連を検討するために児童を対象にした強みの認識と活用尺度を開発した。また、個人の主観的幸福感の

高さが食刺激に対するポジティブ情動の喚起と関連していること、ポジティブ共感や親切が主観的幸福感

に及ぼす影響についても検討した。（成果* 4, 5） 
（1）f ネガティブな結果をもたらす対象に対する反応の切り替えについて、視覚刺激として無意味図形の

画像を、指標としてキー押しに要した反応時間を測定し、実験を行った。その結果、ポジティブ画像とネガ

ティブ画像、もしくはポジティブ画像と中性画像が同時呈示された場合に、参加者はほとんど判断を誤るこ

となく素早くポジティブ画像を選択すること、一方で、ネガティブ画像が中性刺激と呈示された場合には、不

適切にネガティブ画像を選択する傾向が示された。 
（2）a ノスタルジア状態によって他者の信頼性評価が向上するかどうかという点に焦点を当て、その認知

的特徴も調べたところ、ノスタルジア状態を喚起することで他者顔の信頼性を高く知覚することが明らかに

なった。このことは、ノスタルジア状態が顔知覚に対しても影響を与えることを初めて示している。 
（2）b ポジティブ情動を引き起こす１つの要因として身体的魅力に着目し、身体的魅力にどのぐらいの速さ

で注意が惹きつけられるのか（時間的特徴）、身体部位のどこに注意が惹きつけられるのか（空間的特徴）

という２点について注意の有用な指標である事象関連脳電位（ERP）を用いて検討した。その結果、刺激

呈示後 200-250ms で身体的魅力の高い異性に注意が惹きつけられること、そして、この注意の補捉は刺

激の物理特性（コントラストや輝度）や刺激呈示方法の影響を受けないことが示された。（成果* 6） 
（2）c 幼児期における共感発達過程について検討を行ってきた。1 歳と 2 歳の子どもに焦点を当て、複数

の状況における他者（母親と実験者）のネガティブ情動を示す演技の目撃を通して子どもの共感的反応に

相手の情動的手がかりの明確さが与える影響を検討した。また、複数のポジティブ状況における他者への

子どもの反応の観察から、他者の達成に対するポジティブ共感が年齢とともに発達することを示した。さら

に 2 歳児を対象に、課題達成時の被称賛経験が他者の達成への共感に与える影響についても、様々な課

題を用いて実験的に検討し、一連の研究から、女児は母親の達成時に男児よりも情動的に共感しやすい

ことや、日常的に達成を多く経験している子どもは、母親の達成時に共感しやすいことが明らかになった。 

＜特に優れた研究成果＞ 
（1）a ポジティブ動画時には動画開始直後からアルファパワー左右差が生じていたが、ネガティブ動画時

には動画開始後しばらくしてからアルファパワー左右差が生じた。これは、情動状態の違いによって皮質

の活動生起パターンが異なることを示唆する初めての成果である。また、特定の動画において、アルファ

パワー左右差の変動と心拍変動が同期するような振る舞いが観察された。この結果は、アルファパワー左

右差の脳内基盤と自律神経系が関係を持っていることを示し、情動生起のメカニズム解明に対し大きな示

唆を与えるものである。これらの研究知見は、現在国内誌論文として投稿中である。 
（1）b 情動価を含む刺激を繰り返し呈示したり抑制することによって反応に違いがみられるかを実験的に
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検討し、刺激弁別の際の刺激の抑制と要求が相対的に現れ、対象の評価がポジティブに変化するには、

対象にさらされた状況と評価の状況が一貫していることが重要であることを明らかにした。また、感性満腹

感の現象生起には食物刺激に注意を向けることが重要であることも見出した。これらの知見は、認知心理

学や健康心理学領域において特筆すべき知見であり、その成果はすでに国際誌および英文論文として公

表されている。応用研究への展開の可能性も含めて有益な知見だと高く評価できる。（成果* 1, 2, 3） 
（1）c ポジティブ情動の特徴を明らかにする上では、ネガティブ情動との相互作用や複合情動状態での機

能の解明はヒトの複雑な情動反応を理解する上では重要であるが、これまでノスタルジアが持つ特徴は不

明であった。そのような中で、本研究はノスタルジア状態の生理的特徴や個人差を初めて明らかにしたと

いう点において特筆すべき成果だといえる。これらの研究知見は、日本心理学会第 81 回大会優秀発表賞

を受賞し，現在、一部を学会誌論文として投稿中である。 （成果* 7） 
（1）d 好奇心は行動の動機づけにおいて重要な役割を担うと考えられるが、実験場面において好奇心を

惹起させることが困難であるため、その機能やメカニズムについては実験的検討が十分になされていな

い。この点について、探索行動が好奇心を反映する行動であることに着目した。探索行動の神経機序を検

討することは、好奇心に対する新たな知見を提供する上で重要である。したがって、視覚刺激を用いてラッ

トの探索行動を惹起させることが可能な行動課題を作成した点は重要であると言える。 
（1）e 児童を対象にした強み尺度の開発はわが国では初の成果であること、ポジティブ共感は直接的に主

観的幸福感を高めるだけでなく親切の動機や認識を介して主観的幸福感を高めることが示された。また主

観的幸福感の高い人は、食刺激をはじめ日常場面でポジティブ情動が喚起されやすい可能性が示唆さ

れ、この成果は国際誌論文として掲載され、応用に発展できる興味深い知見だと評価できる。（成果* 4, 5） 
（1）f ポジティブな結果をもたらす対象が同時に呈示された際に、ネガティブな結果をもたらす対象は回避

されること、一方、中性画像とネガティブ画像が呈示された際には、ネガティブな結果が予測されるネガティ

ブ画像を不適切に選択する傾向が示された。これらはポジティブ情動に関する結果の予測や反応の違い

における興味深い知見と考えられる。 
（2）a ノスタルジア状態における生理的特徴の解明に関する研究知見に加えて、ノスタルジア状態によって

他者の顔評価が変容することを発見した。ノスタルジア状態が持つ機能の背景には、これらの生理的・認

知的な変化があることを初めて示しており、応用研究にも発展できる可能性を含む興味深い成果だと言え

る。これらの研究知見は、現在国際誌論文として投稿準備中である。 
（2）b ある刺激が観察者の注意を惹きつけない状況を作り出しても身体的魅力が高い異性は観察者の注

意を素早く惹きつけること、すなわち、いかなる時も身体的魅力を無視することが困難であることを見出し

た。このことはポジティブ情動が持つ注意に関する重要な機能の１つを示していると考えられた。これらの

研究知見は、現在国際誌論文として投稿準備中である。（成果* 6） 
（2）c これまでの研究では、他者のネガティブ情動に対する共感からモデル検証も行われてきたが、共感

喚起状況に関する検討は不十分であった。ポジティブ情動を示す他者に対する子どもの反応を観察したこ

とも新たな試みであり、学術的な意義が高いと言える。とくに、自他分離の機能は、ポジティブ情動に対す

る共感には当てはまらない可能性が示唆され、ポジティブ共感は独自の発達メカニズムを持つことが考え

られる。これらの知見は、現在学会誌論文として投稿中である。 

＜問題点とその克服方法＞ 
（1） 研究計画を進める上での計測システムの運用等は順調であり、これまでのところシステムの活用状

況も含めて大きな問題はなく、研究を進められている。 
（2） 実験場面や課題の選定等に時間を要した点以外は、現在のところ大きな問題は生じていない。研究

プロジェクトの後半に移行するにあたって（１）の知見を踏まえて（２）の研究を進める予定である。 

＜研究成果の副次的効果（実用化や特許の申請など研究成果の活用の見通しを含む。）＞ 
（1） 情動状態の時間的変化を追跡できる可能性について成果を得たことは大きな意味がある。例えば、

将来的には、ストレス状態後のポジティブ情動喚起による「元通り効果」や、ポジティブ情動喚起によるスト

レス耐性（レジリエンス）などについても、その背景にある生理状態をオンラインで追跡できるバイオマーカ

ーの開発なども可能性がある。また、好奇心は教育場面などで重要な動機づけを担うことから、好奇心に

ついてその機序や神経メカニズムを明らかにすることは、応用場面への適用が期待される。さらに、本研

究で主として調べてきたノスタルジアは、人生満足感や幸福感と関連する。したがって、本研究によってノ

スタルジアに関する生理的および認知的特徴が明らかになることで、複合的な情動の特徴という学術的貢

献だけでなく、一般の人々の幸福な生活に繋がるという副次的効果が期待される。 
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（2） ポジティブ情動とネガティブ情動の複合状態であるノスタルジアの特徴を、対人コミュニケーション過

程における社会的機能という観点から明らかにすることは、向社会的行動に代表される人間の社会を維

持する仕組みの解明にもつながる極めて応用可能性が高い成果だと期待できる。このほかの幼児期とそ

の母親を含む親密な対人関係での研究や対人魅力に関する基礎的研究に関する知見についても、今後、

研究を展開し、応用的側面に寄与しうる成果を目指す。 

＜今後の研究方針＞ 
これまで行ってきた（1）（2）の研究を統合し、個人と社会における情動の役割について様々な立場のメ

ンバーで議論を行い、情動概念の再構築を試みる。そして、とくに応用研究の担当メンバーを中心に、本

研究プロジェクトから得られた知見の実社会への応用や展開の可能性について議論する。 
（1） 情動喚起をより統制し、情動状態・生理状態変化のメカニズムについて実験的に検討する。また、こ

れまで扱った指標を用いて、情動が認知機能に影響を及ぼす時間的プロセスなどについても検討する。動

物実験研究では、引き続き探索行動を量的に操作可能な行動課題を開発する。特に、複数の行動指標を

総合的に評価し、探索行動の量を適切に評価したうえで評価することを念頭に置いて進めていく。さらに、

体温などの生理的な指標をとり、複合的に行動を評価していく予定である。また、好奇心の神経メカニズム

を明らかにするために、安定的な神経活動の記録を行い、神経活動と行動との対応関係を重視して研究

を進めていく。特に探索行動中の神経活動について検討していく予定であるが、情報誤差が探索行動を惹

起するのであれば、脳内で環境情報が何らかの形で符号化、統合、比較されていなければならないため、

そういった機能を担うような神経活動があるのかについても検討していく予定である。 
（2） コミュニケーション過程におけるポジティブ情動の役割の解明を目指して、向社会的行動に関する対

人認知に焦点を当てる。（1）で開発された情動喚起手法を活用しながら現実場面に近い形での向社会的

行動の認知実験手法の妥当性を検討し、様々なポジティブ情動状態（喜びやリラックスなど）の認知的特

徴と社会的機能の解明を目指す。また、幼児や児童を対象にしたポジティブ情動に関する能力の発達的

な視点からの検討も継続して行い、より現実場面に近い形での実験の実現と、ポジティブ情動に関する能

力の横断的な変化についても詳細に検討し、人類の幸福に資する科学的知見の提供を目指す。 

＜今後期待される研究成果＞ 
本プロジェクトの研究テーマは、未解明な点が多いポジティブ情動に着目しながら情動の機能と社会的

な役割を様々なアプローチから検討し、情動概念の再構築を試みる挑戦的なものである。ポジティブ情動

の不適応性や文脈効果、ネガティブ情動との相互作用から情動の役割やメカニズムを再検討し、神経生

理学を含んだ実証的検証を重視して新しい情動の枠組みを再考することが、本プロジェクトに期待される

研究成果と位置づけている。人間の心身の健康を支える予防的な新しい実践研究への発展、社会に対し

ては様々な感情価を伴った流言などの諸問題に対する予防と安全確保のためのアプローチが期待でき、

工学や産業界では、ニーズが高い情動評価システムの構築だけではなく、これまでの社会システムが十

全に機能する上での規制条件となっている人間の意思決定メカニズムへの理解不足を解消し、公正で活

発な市場やよりよい集団的意思決定のシステムなどの構築における礎となる知識を提供する。そして、こ

のことは、心理科学の究極の応用である幸せの探求にもつながる新しい学術的な知見を生むだけではな

く、社会的にもインパクトのある新しい視点や方法論の提供を促し、その応用可能性は広範囲にわたると

考えられる。 
これまでの前半に行ってきたプロジェクトのサブテーマ（1）（2）の枠組みを超えて統合した研究課題につ

いて検討を継続しながら、ポジティブ情動の機能の解明と新しい情動のとらえ方に関する枠組みを検討

し、情動概念の再構築とそれに基づいた心理モデルの提案を目指したい。また、これまでの各研究成果を

もとに最終的に研究プロジェクト全体を統合させ、多様な知見を精力的に学術的成果として公刊し、社会

への応用を目指した様々な領域への情報発信も積極的に行う。このように本プロジェクトでは、安全・安心

を超えた幸せな生活環境の創造を目指して実証的な心理科学の成果を教育・臨床現場さらに産業界を含

むより広い社会に積極的に情報を発信することを目指す。 

＜自己評価の実施結果及び対応状況＞ 
学内評価体制として、関西学院大学研究推進社会連携機構内に評価委員会が設置されている。本進

捗状況報告書をもって年内に学内評価を行い、フィードバックを受ける予定である。 

＜外部（第三者）評価の実施結果及び対応状況＞ 
本研究プロジェクトの成果（中間評価）については、学外の２名の心理学の専門家に研究の進捗状況を

報告し、外部（第三者）評価を受ける予定である。 
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化・促進に向けて― (シンポジウム) 日本心理学会第79回大会. 
92. Kimura, T., & Katayama, J. (2015). The spatial expectation is modulated by congruency 

between approach of visual stimuli and location of subsequent somatosensory stimuli. 
55th Annual Meeting of the Society for Psychophysiological Research. 
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110. Kawai, T., Yamada, H., Sato, N., Takada, M., & Matsumoto, M. (2015). Outcome 

monitoring and behavioral adjustment by putative pyramidal neurons and interneurons 
in the primate anterior cingulate cortex during a reversal learning task. 45th Annual 
Meeting of Society for Neuroscience. 

111. Sato, N., Tate, K., Okada, M. (2015). Rats demonstrate helping behavior toward a soaked 
cagemate. 45th Annual Meeting of Society for Neuroscience. 

112. 山岸厚仁・佐藤暢哉 (2015). 古典的条件づけ―道具的条件づけ間転移の文脈制御 関西心理学

会第127回大会.  
113. 福井隆雄・井上和哉・小松丈洋・佐藤暢哉 (2015). ヘッドマウントディスプレイを用いた到達把持運

動における視覚・触覚情報の寄与に関する検討 日本バーチャルリアリティ学会VR心理学研究委

員会. 
114. 光藤優花・小川洋和 (2015). 静止画を用いた顔と声のマッチングにおける性格特性の印象の役割 

日本認知心理学会第13回大会.  
115. 安枝貴文・小川洋和 (2015). 観察者の表情筋の操作が恐怖表情の想起に干渉する 日本認知心

理学会第13回大会.  
116. 白井理沙子・小川洋和 (2015). トライポフォビア喚起画像の特性がもたらす注意処理への影響 日

本認知心理学会第13回大会. 
117. 白井理沙子・坂野逸紀・小川洋和 (2015). Saccade trajectory revealed attentional capture 

and inhibition by trypophobic images. 第38回神経科学学会. サテライトシンポジウム.  
118. 光藤優花・小川洋和 (2015). 顔と声のマッチングにおける顔の周辺情報の役割 第7回多感覚研

究会.  
119. Shirai, R., Banno, H., & Ogawa, H. (2015). The spectrum characteristics of trypophobic 

images evoke saccade trajectory curvatures. The 23nd Annual Workshop on Object 
Perception, Attention, and Memory. 

120. Katsurada, E., Akazawa, J., & Tanimukai, M. (2015). Institutionalized children’s 
academic competence, adaptation to school, self-esteem, and people around them. The 4th 
Annual International Conference on Education, Psychology, and Society.  

121. 植田瑞穂・桂田恵美子 (2015). 共感テストにおける無秩序/混乱型愛着の子どもの行動 FOUR 
WINDS乳幼児精神保健学会第18回全国学術集会弘前大会. 

122. 植田瑞穂・桂田恵美子 (2015) 養育者評定用の幼児共感尺度開発に向けた予備的研究―母親が

評定する幼児の共感の構成および妥当性― 関西心理学会第127回大会.  
123. 里見香奈・成田健一 (2015). 「自己」にかかわる心理学的研究の計量書誌学的分析―1980年代以

降のわが国の学会誌における論文タイトルを対象として― 日本心理学会第79回大会.  
124. 里見香奈・成田健一 (2015). 5答法による自発的自己概念の測定―20答法との比較から― 関西心

理学会第127回大会. 
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125. 中島定彦 (2015). ラットは走ると気分が悪くなって土を食べる―異食行動で測定する走行性悪心― 

日本基礎心理学会第第34回大会.  
126. Tsujimoto, E., Yamamoto, A., Taketani, R., & Ono, H. (2015). A pilot study on 

interpersonal counseling for depression, suicidal ideation, and stress coping strategies in 
Japanese undergraduates. 28th World Congress of the International Association for 
Suicide Prevention.  

127. 辻本江美・山本亞実・竹谷怜子・小野久江 (2015). 対人関係カウンセリングが有用であった学生相

談の一事例 第12回日本うつ病学会総会・第15回日本認知療法学会. 
128. 山本亞実・辻本江美・竹谷怜子・小野久江 (2015) 対人関係カウンセリングによる大学生の抑うつ

状態の変化について 第12回日本うつ病学会総会・第15回日本認知療法学会.  
129. 杉原聡子・米山直樹 (2015). スタッフトレーニングプログラムにおけるビデオ・フィードバックの効果 

日本行動分析学会第33回年次大会.  
130. 岡綾子・米山直樹 (2015). 知的能力障害を伴う自閉スペクトラム症児に対する協同ボール運び活

動を促進する指導 日本行動分析学会第33回年次大会.  
131. 金喬・米山直樹 (2015). 自閉スペクトラム症と知的能力障害を伴う幼児に対する課題分析を用いた

着替え指導 日本認知・行動療法学会第41回大会.  
132. 西川若菜・米山直樹 (2015). 自閉スペクトラム症児に対するPECSを用いた要求行動の形成 日

本認知・行動療法学会第41回大会.  
133. 杉原聡子・米山直樹 (2015). スタッフトレーニングプログラムにおけるビデオ・フィードバックの効果

―指導行動間の獲得性に注目して― 日本認知・行動療法学会第41回大会. 
134. 田宮めぐみ・辻本友紀子・米山直樹・松見淳子 (2015). 放課後等デイサービスで参加児童が集団活

動中に示す離席行動に対する機能的アセスメント研究 日本認知・行動療法学会第41回大会.   
 

＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 
ホームページで公開している場合には、URL を記載してください。 
 

研究成果の公開や研究会等の開催情報については、関西学院大学応用心理科学研究センターのホー

ムページ（http://kgu-caps.com/）で随時情報提供している。 
 

情動や本研究プロジェクトに関する国内外の最新の知見や理解をさらに深めるための研究会や講演

会、シンポジウム、ワークショップ等を、不定期で開催している。外部から関連研究者を積極的に招聘し、

毎回活発な議論と情報交換が行われている。いずれも広く学内外の関連研究者・関連機関に対して開催

を告知しており、毎回多数の参加者を得ている。（以下のリストは、各回の講演者と URL を示す）。 

【 CAPS 研究会 】（2018 年 3 月末時点 計 25 回開催済） 

第 1 回(2015/10/26) 寺澤悠理氏（慶応義塾大学） http://kgu-caps.com/news/133/ 
第 2 回(2015/11/30) 浅野良輔氏（浜松医科大学） http://kgu-caps.com/news/179/ 
第 3 回(2015/12/14) 竹島康博氏（文京学院大学） http://kgu-caps.com/news/271/ 
第 4 回(2016/1/29)  川合隆嗣氏（筑波大学）   http://kgu-caps.com/news/335/ 
第 5 回(2016/3/4)  真田原行氏（東京大学）   http://kgu-caps.com/news/484/ 
第 6 回(2016/3/17)  小林正法氏（名古屋大学）  http://kgu-caps.com/news/502/ 
第 7 回(2016/3/17)  高橋良幸氏（専修大学）   http://kgu-caps.com/news/512/ 
第 8 回 CAPS 研究会(2016.4.5) 松永昌宏氏（愛知医科大学）http://kgu-caps.com/news/510/ 
第 9 回 CAPS 研究会(2016.6.2) 西口雄基氏（東京大学）http://kgu-caps.com/news/655/ 
第 10 回 CAPS 研究会(2016.6.29) Teresa Romero 氏（東京大学）http://kgu-caps.com/news/678/ 
第 11 回 CAPS 研究会(2016.9.12) 上野泰治氏（高千穂大学）http://kgu-caps.com/news/839/ 
第 12 回 CAPS 研究会(2016.10.4) 大西賢治氏（東京大学）http://kgu-caps.com/news/848/ 
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第 13 回 CAPS 研究会(2016.10.15) 有光興記氏（駒澤大学）http://kgu-caps.com/news/851/ 
第 14 回 CAPS 研究会(2016.11.30) 池田功毅氏（中京大学）http://kgu-caps.com/news/664/ 
第 15 回 CAPS 研究会(2016.12.13) 伊藤友一氏（慶應義塾大学）http://kgu-caps.com/news/876/ 
第 16 回 CAPS 研究会(2017.5.25) 松本昇先生（京都大学）http://kgu-caps.com/news/1361/ 
第 17 回 CAPS 研究会(2017.6.22) 横田秀夫先生（理化学研究所）http://kgu-caps.com/news/1371/ 
第 18 回 CAPS 研究会(2017.7.3) 橋彌和秀先生（九州大学）http://kgu-caps.com/news/1377/ 
第 19 回 CAPS 研究会(2017.7.13) 福島宏器先生（関西大学）http://kgu-caps.com/news/1375/ 
第 20 回 CAPS 研究会(2017.8.1) 平 伸二先生（福山大学）http://kgu-caps.com/news/1419/ 
第 21 回 CAPS 研究会(2017.8.1) Robin Orthey 先生（福山大学・Maastricht University） 

http://kgu-caps.com/news/1408/ 
第 22 回 CAPS 研究会(2017.11.6) 森口佑介先生（京都大学）http://kgu-caps.com/news/1535/ 
第 23 回 CAPS 研究会(2018.1.8) 神前裕先生（早稲田大学）http://kgu-caps.com/news/1748/ 
第 24 回 CAPS 研究会(2018.2.12) 和田真先生（国立障害者リハビリテーションセンター） 

http://kgu-caps.com/news/1752/ 
第 25 回 CAPS 研究会(2018.2.22) 松田いづみ先生（科学警察研究所） 

http://kgu-caps.com/news/1771/ 

【 CAPS 講演会 】（2018 年 3 月末時点 計 6 回開催済） 

CAPS 講演会(2016.5.16) 柏木惠子先生（東京女子大学名誉教授）http://kgu-caps.com/news/634/ 
CAPS 講演会(2016.6.24) 入戸野宏先生（大阪大学）http://kgu-caps.com/news/692/ 
CAPS 講演会(2017.2.20) 廣中直行先生（株式会社 LSI メディエンス 顧問） 

http://kgu-caps.com/news/885/ 
CAPS 講演会(2017.9.9) Jonathon D. Crystal 先生（Indiana University） 

http://kgu-caps.com/news/1471/ 
CAPS 講演会(2017.10.23) 川口潤先生（名古屋大学）http://kgu-caps.com/news/1533/ 

CAPS 講演会(2018.3.6) 山崎勝之先生（鳴門教育大学）http://kgu-caps.com/news/1733/ 

【 CAPS シンポジウム 】（2018 年 3 月末時点 計 2 回開催済） 

CAPS シンポジウム「幸せを探る：ポジティブ感情のメカニズム解明をめざして」（2016.2.12）

http://kgu-caps.com/news/311/ 
CAPS シンポジウム「食行動やにおいに関わる感情 －nature-nurture 問題の新たな地平を探る」

（2017.3.3）http://kgu-caps.com/news/1074/ 

【 CAPS ワークショップ 】（2018 年 3 月末時点 計 5 回開催済） 

CAPS ワークショップ(2017.3.14) 竹内理人氏（東京工業大学）http://kgu-caps.com/news/1113/ 
CAPS ワークショップ(2017.8.2) Robin Orthey 先生（福山大学・Maastricht University）・平伸二先生

（福山大学）http://kgu-caps.com/news/1417/ 
CAPS ワークショップ(2018.1.27) 津田裕之先生（京都大学）http://kgu-caps.com/news/1764/ 
 
第 1 回 CAPS 統計ワークショップ(2017.8.8) 井上雅勝先生（武庫川女子大学） 

http://kgu-caps.com/news/1393/ 
第 2 回 CAPS 統計ワークショップ(2017.12.16) 紀ノ定保礼先生（静岡理工科大学） 

http://kgu-caps.com/news/1665/ 

【 成果報告会 】（2018 年 3 月末時点 計 3 回開催済） 

2015 年度私立大学戦略的研究基盤形成事業報告会(2016.3.4) http://kgu-caps.com/news/466/ 
2016 年度私立大学戦略的研究基盤形成事業報告会(2017.3.3) http://kgu-caps.com/news/868/ 
2017 年度私立大学戦略的研究基盤形成事業報告会(2018.3.6) http://kgu-caps.com/news/1959/ 
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 １４ その他の研究成果等 
「１２ 研究発表の状況」で記述した論文、学会発表等以外の研究成果及び企業との連携実績があれば具体的

に記入してください。 また、上記１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付してください。 

 
特になし 

 

 

１５ 「選定時」に付された留意事項とそれへの対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

 
該当なし 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

 
該当なし 
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１６　施設・装置・設備・研究費の支出状況（実績概要） （千円）

１７　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）
《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。） （千円）

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

281004

共同研
究機関
負担

年度・区分

研究費

プロジェクト番号

寄付金 その他（　　　　　　　　　　）
受託

研究等

支出額 法　人
負　担

私　学
助　成

23,292

使用者数

0

研究費

設 備

研究費

総

額

総 計

36,587

法人番号

施　設　の　名　称

設 備

平
成
2
8
度

設 備

施 設

装 置

研究費

19,772 18,659

設 備

平
成
2
7
年
度

施 設

装 置

装 置

施 設

施 設

装 置

平
成
2
9
年
度

研究施設面積 事業経費

31,932

20,602

11,648

10,645

0

0

0

34,940

38,431

0

15,985

21,287

0

0

60,944 51,023

22,293 44,579 0 00 0

0 0

0

0 0 0 0 0 0

0 0 0

0

66,872

111,967

178,839

0 0 0 0

0

0

36,949

0 0

20,570 16,379

0

応用心理科学研究
センター
F号館心理科学
研究室
ハミル館

補助金額整備年度

23

30

8

83,237 95,602

H22

H9

H14

601㎡

1,168㎡

451㎡

16

43

19

研究室等数

S1511032

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

備　考

補助主体

0
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ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

2015

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

（情報処理関係設備）

PKKS-DA01ポジティブ感情喚起
システム

（研究装置）

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番 事業経費 補助金額

（研究設備）

整備年度

１式

2015

2015 RED500VP-SYS

１式 1746

3696

9,998 6,665

9,992 6,661

１式 2490PHTP-1000

6,9981116

9,96614,949

4,665KKKS-DA02 １式

2017 BP-BA_ExG-SYS １式 324 4,999

2268 14,997 9,998

6,624

私学助成

私学助成

補助主体

私学助成

私学助成
眼球運動解析システム

ニューロン活動記録・
解析システム

私学助成

行動記録解析システム

眼球運動-脳波連動
解析システム

2016 １式

2016

私学助成微量生体試料分析
システム

2016 １式 710 9,936HTEC-500ACGP

アクティブ電極脳波計
測システム

2015 １式 2688 4,996actiCHAmp-SYS

ソーシャルメディア実験
システム

2015 １式 4320 4,908SMES-001

ラット情動状態測定
システム

2016 １式 2250 4,698

生体信号計測システム
2016 １式 1350 4,897

情動状態評価システム

ＭａＰ２３１０ＳＹＳ

ＲＤＥＫ

ETGVP-SYS

正立顕微鏡イメージン
グシステム

2017 ＡＩＭ２ＦＬＢＦＡＰＯ－
５０３Ｃ－ＮＩＳ－１

１式 525 4,989
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１８　研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

  平成 年度

印刷製本費

（保守・修繕料）

報酬・委託料

計

小  科  目

（兼務職員）

27

旅費交通費 講演者招聘旅費、研究旅費
オンラインDB契約料、オンラインアンケート利用料、講演料他

4,330

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

実験用消耗品、実験機器他
電灯、動力料金

支　出　額

実験用消耗品消　耗　品　費

調査用紙他郵送料

金　　額

11,870

主　な　使　途

通信運搬費

光熱水費4,330

147

11,870

光　熱　水　費

293

計

11,274

2,800

11,274

リサーチ・アシスタント

図　　　　書
教育研究用機器備品

人件費支出

5,554

493 印刷機リース代

年　　　度

290

教育研究経費支出

2,800
0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

実験用設備、パソコン他

学内4人　

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

ポスト・ドクター 0
2,800

計

計
研究支援推進経費

11,274

教育研究用機器備品 11,274

0

0 0
0

0

27,157

8

研究旅費
5,554

293
147

印刷製本費 調査用紙他印刷代

積　　算　　内　　訳

0

0

27,157

保守・修繕料 290

0

報酬料金・委託料

郵送料8

年　　　度 28

（ 消耗図書費 ） 4,172 雑誌・図書代

0
2,800

学内4人　
0

印刷機保守料、実験機器修理代

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

洋雑誌、和雑誌他

（　賃　借　料　） 493 印刷機リース代

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 9,888 実験用消耗品 9,888 実験用消耗品、実験機器他

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

光　熱　水　費 4,434 光熱水費 4,434 電灯、動力料金

通信運搬費 16 郵送料 16 調査用紙他郵送料

印刷製本費 0 印刷製本費 0

旅費交通費 897 研究旅費 897 講演者招聘旅費、研究旅費

計 25,128 25,128

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 5,718 報酬料金・委託料 5,718 オンラインDB契約料、オンラインアンケート利用料、講演料他

（保守・修繕料） 389 保守・修繕料 389 実験機器修理・保守代

人件費支出 0 0

（兼務職員） 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 11,459 教育研究用機器備品 11,459 実験用設備、パソコン他

教育研究経費支出 0 0

計 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 2,400 2,400 学内2人　

図　　　　書
計 11,459 11,459

計 13,608 13,608 学内2人、学外3人　

ポスト・ドクター 11,208 11,208 学外3人（うち2名は2016年4月より非常勤講師
研究支援推進経費 　　　　　　に登用）

（ 消耗図書費 ） 3,245 雑誌・図書代 3,245 洋雑誌、和雑誌他

（　賃　借　料　） 541 印刷機リース代 541 印刷機リース代

4,172
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教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 8,187 実験用消耗品 8,187 実験用消耗品、実験機器他

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

光　熱　水　費 4,101 光熱水費 4,101 電灯、動力料金

通信運搬費 0 郵送料 0

印刷製本費 0 印刷製本費 0

旅費交通費 1,670 研究旅費 1,670 講演者招聘旅費、研究旅費

計 24,856 24,856

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

報酬・委託料 7,016 報酬料金・委託料 7,016 オンラインDB契約料、オンラインアンケート利用料、講演料他

（　修　繕　料　） 8 修繕料 8 実験機器修理代

人件費支出 0 0

（兼務職員） 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 12,093 教育研究用機器備品 12,093 実験用設備、パソコン他

教育研究経費支出 0 0

計 0 0

4,800 学内4人　

図　　　　書
計 12,093 12,093

計 17,808 17,808 学内4人、学外3人　

年　　　度 29

（ 消耗図書費 ） 2,981 雑誌・図書代

ポスト・ドクター 13,008 13,008 学外3人（うち2名は2016年4月より、1名は2017年
研究支援推進経費 　　　　　 4月より、非常勤講師に登用）

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 4,800

2,981 洋雑誌、和雑誌他

（　賃　借　料　） 893 印刷機リース代 893 印刷機リース代


